
グラフィックデザイン/h148×w210（両面）

デザイン情報コース
柏木碧

「透明感」のデザイン表現

透明でないものに「透明感」があると
いうことがあります。例えば女性の
肌、儚げな花、美しい風景…私達は
何に「透明感」を感じているのでしょ
うか。そんな疑問から「透明感」を表
現する方法についてデザインの観点
から研究しました。「透明感」を感じた
風景を切り取り「透明感」の要素を抽
出、デザインで活用できる形に落とし
込むことを目指しています。透明であ
る水やガラスのイメージとは距離を
置きたかったので特定の色でグラ
フィックスを制作することにしました。
グラフィックスは５つのグループに分
類し、裏面には「透明感」の要素につ
いての考察を記載しています。
透明でない「透明感」を感じていただ
ければ幸いです。
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グラフィックデザイン

デザイン情報コース
松﨑真凜

おわら風の盆ビジュアルデザイン

　富山県八尾町の祭「おわら風の
盆」は、旧町と呼ばれる「東新町、西
新町、諏訪町、上新町、鏡町、東町、西
町、今町、下新町、天満町」と「福島」
の11の町が支部となり、行われる。
　各町が「女踊り」「男踊り」「地方」そ
れぞれ揃いの衣装を持ち、その模様
は町ごとに異なる。どの町も個性豊か
で魅力的な衣装を持つが、全ての町
の衣装を一度に見ることは簡単では
ない。
　11町の衣装の魅力をより分かりや
すく人々に伝えるべく、ビジュアルデ
ザインの観点から衣装の個性あふれ
る模様を抽出し、33種のグラフィック
を制作、これらのグラフィックを通し
て今までにない角度からおわら風の
盆の魅力を表現した。
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絵本／タブロイド

デザイン情報コース
松野奈々

タブロイド誌を用いた絵本の研究

子どもの頃、誰もが手にする絵本。
それは、子どもたちにとって”楽しい”
が詰まった読み物であり、彼らにまだ
見ぬ世界を感じさせ多くの刺激を与
えます。私は、その世界を生み出すイ
ラストやストーリー、絵本の中に創り
出されたもの全てが彼らの想像力を
育むことになると考えました。このよ
うな絵本を読む楽しさに加え、自ら手
を動かすことができる”つくれる絵
本”を制作しました。
内容は、ミノムシの成長を中心に工作
を楽しむものになっています。付属の
紙をちぎって貼ってミノムシのみのを
作ったり、ミノムシの羽の模様をクレ
ヨンで描いたりして楽しみます。
たくさんの子どもたちに提供できるよ
うにタブロイド版にまとめました。
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グラフィックデザイン・ペーパーワーク／紙／B4版(他7点）

デザイン情報コース
山下斐子

紙と花

花は鮮やかに咲き、時間が経つごと
に色褪せてドライフラワーになります。
乾燥して水から離れた花を「紙で包
むように飾る」というコンセプトで、ド
ライフラワーのためのフラワーベース
を提案しました。
平面的に飾れるポスタータイプはグ
ラフィックとカッティング加工を組み
合わせ、花を絵のように飾れる工夫
を施しました。また立体的に自立する
タイプは、折加工に曲線のカッティン
グ加工をして紙の柔らかさを表現し
ました。

花は生きている。
紙と寄り添い、生活を彩る。
今日も誰かのために咲き続ける。
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ブランディングデザイン

デザイン情報コース
島田瑞季

ゆうぞら駅市のブランディング

５～１０月のプレミアムフライデーに
富山駅南口駅前広場にて開催される
「ゆうぞら駅市」。駅とまちをつなぐマ
ルシェとして2016年、富山市によって
企画され、2018年より富山駅周辺
賑わいづくり実行委員会が主催とな
り運営しています。広場にはテントが
立ち並び、旬な野菜や果物はもちろ
ん、作り手の思いがこもった加工品
など、富山の品々が並びます。
2018年のメインビジュアルを担当し
た他、エプロン、ブランディングタグな
ど、スタッフのモチベーションをあげ
て今後の開催につなげるためのアイ
テムを制作。さらに2018年の開催を
振り返り、次年度のゆうぞら駅市を
見据えたブランディングの提案を行
いました。
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ブランディングデザイン／しけ絹・しけ絹紙

デザイン情報コース
寺西茉琴

松井機業見本帳

二頭の蚕が力を合わせ、一つの繭を
つくり生まれる玉糸。独特な節を持
ち、玉糸を緯糸に織り上げたしけ絹に
は、世界にまたとない模様が浮かび
上がります。松井機業は明治十年よ
りしけ絹を織り続けています。本制作
においては、絹織物をつくり続ける松
井機業の見本帳をテーマとしました。
職人の手仕事がなければ成立しない
絹織物の世界。化学繊維には決して
表れない輝きがそこにはあります。松
井機業は、現代での絹の使われ方に
目を向け、様々な分野の方から注目さ
れています。見本帳を通して、松井機
業の絹への思い、城端や蚕への愛が
伝わり、松井機業が目指す養蚕復活
へ繋がることを願っております。
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山形県庄内地方に伝わる
民芸を活かしたデザインの提案
絹糸・ドライハーブ・木材・紙・木綿糸・パラフィンワックス
h80×w45×d45mm
h165×w70mm
h50×w50×d50mm

小田 友萌
デザイン情報コース

Oda, Tomoe  Design for the handicrafts of Shonai region,Yamagata Prefecture.

私の生まれ育った山形県庄内地方には、昔から伝わる民芸が今も残っています。

庄内地方独特の文化の中で育まれた民芸品はどれも個性的でもっと多くの人に

知ってもらいたいと思い、数ある民芸の中から3つの新しいデザインを考えました。

 「御殿まり」 

 まりの土台に使うもみ殻をドライハーブに置き換え、好みのアロマ オイルと

ハーブの香りをブレンドできるアロマディフューザーとしました。

 「庄内刺し子」 

 庄内刺し子を簡単に体験でき、誰かに思いを込めて刺し子で綴じる、ひと手間か

けて作る封筒キットとしました。

 「庄内絵ろうそく」 

 表面に絵付けを行なった燭台のいらない水に浮かぶキャンドルとしました。　 

金魚鉢をモチーフとしており、徐々に溶けていくと蝋の中から金魚がでてきます。
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ものづくり女子のための
伝統工芸体験キット
錫・PLA樹脂・シリコーン・鋳造
h50×w60×d60mm

湯淺 亜依
デザイン情報コース

高岡の伝統工芸である鋳物をもっと多くの人に知ってほしいという思いから、 も

のづくり好きな女性のために、家で手軽に鋳物体験ができるキットを開発しました。

砂で型を取っていく本来のやり方では体力も多くの時間も必要になるため、あらか

じめ型取りをしてあるシリコン型を使用することにしました。これによって、はじめ

ての方でも簡単に、短時間で鋳物をつくることができます。鋳物を流し込むだけでは

なく、その後の工程で自分好みの質感に磨くことで、 オリジナリティのある作品に

することができます。このキットでは動物をモチーフとした小さな花器がつくれま

す。干支をベースとした動物12種によって構成されていますが、それぞれの磨き方

や草花の飾り方で、様々な印象を楽しめます。

Yuasa, Ai  A kit of traditional crafts for DIY girls
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素材の形のあたらしい表現の研究
紙
h30×w135×d100mm
h30×w85×d75mm

中町 梓沙
デザイン情報コース

素材のもっている形は特徴的であり、切り口に興味を持った。切り方を変えていく

と様々な表情をみせるそれらは、等高線にみえてくる。このことを活かして素材の切

り口を平面的でなく立体的に表現する作品の制作を試みた。等高線の情報にそって

段差を作ることで、平面的にみえるものを立体的にみせ、素材の本来もっている形

と、切り口の模様とそれぞれのおもしろさをみせる。制作する際、切り口の特徴をと

らえ、等高線としての表現をしていくと、形の重なっているところ、同じ模様はない

ところなど、素材のあたらしい形に気づけた。立体的な線を表現するために面を重ね

た段で影を作り、等高線としてみせている。

Nakamachi, Azusa  A study of design for shapes of materials
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岡山県真庭市落合地域に
受け継がれる、
銘菓『落合羊羹』についての
考察と提案
h25×w36×d160mm

湯浅 瑛里子
デザイン情報コース

岡山県真庭市の落合地域に受け継がれ、地域の人々に親しまれている銘菓『落合羊

羹』について、ルーツと特徴を見つめ直すことで、リ・デザインを行った。

『落合羊羹』は羊羹を乾燥させることで起こる「糖化」という現象そのものを味わい

として取り組んでいるところと、一口で食べられるというサイズ感に特徴があるが、

本研究ではこれらに着目し、食感を軸とした、新しい羊羹のカタチを考えた。

岡山の銘菓として、「落合」という地域と、「羊羹」というイメージが繋がり、伝統の

味が引き継がれることを願っている。

Yuasa, Eriko  A study and proposal for “Ochiai Youkan” , Japanese sweets in Ochiai.
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東日本大震災を経験した
福島県から発信する
減災グッズの提案
備蓄食セット
h70×w275×d250mm

井関 紅葉
デザイン情報コース

2011 年 3 月 11 日に東日本を中心に未曾有の被害をもたらした大震災から、6

年目を迎える。時間の経過とともに、日常を取り戻すことができている人も多い反

面、災害への危機感は失われつつあるように思われる。

私の故郷の福島県も、東日本大震災によって甚大な被害を受けた地域の一つであ

る。この経験を活かし、福島県の特産品を詰め込んだ、美味しく食べられる「備蓄食

セット」を作った。「お中元」「お歳暮」という日本ならではの年2回の催事に、「備蓄

食セット」を届けることで、東日本大震災の記憶を風化させないことを意図してい

る。

Iseki, Momiji  Proposal of disaster mitigation goods orijinating from Fukushima Prefecture who have experienced the Great East Japan Earthquake.
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伝統産業について
情報発信するための
メディアの制作と
その運用方法の提案
ー高岡銅器団地を例にー
Webアプリケーション・Adobe Illustrator

伊藤 芽衣
デザイン情報コース

伝統産業を担う職人さんがより効率的に情報発信ができる仕組みを研究したいと

考え、富山県高岡市にある高岡銅器団地協同組合の方々にご協力をいただき、WEB

サイトを制作した。職人さんが情報発信をするにあたっての課題は主に次の2 点で

あると考える。

(1) コンテンツを制作するにあたってのノウハウ

(2) 日々の仕事をこなす中で広報に費やすための時間

WEBサイトの構築にあたっては、これらの課題に対して次の解決策を盛り込んだ。

①コンテンツ制作にあたっての目的を明確にする

②更新が簡単に行える仕組みをつくる

伝統産業に携わる職人さんがより多くの情報を発信できるようになり、伝統産業

の魅力がより多くの人に伝わる様なメディアの制作を目標とした。

Ito, Mei  Proposal of communication design for traditional industries,Takaoka Douki-Danchi case.
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本棚のある風景
コミュニケーションデザイン

戎井 友里乃
デザイン情報コース

私は本が好きです。もっと多くの人に本を読んでほしいという思いがあります。

『本棚のある風景』は、皆さんの本にまつわる記憶を呼び起こすことができるような

場面を描いたものです。それぞれの風景に対して本にまつわる物語を考えました。 

日々の生活の何気ない風景に、もし本棚があったら…。

あなたはどんな時に本を読みたくなりますか？ふと息をついた時、短い空き時間、

悩んでいる時、誰かと距離を縮めたい時…。昔手にとった本を懐かしく思い、当時の

記憶を思い起こすことでもう一度読みたくなったり、また新しい本に手を伸ばした

くなるかもしれません。風景の中の本棚には物語に関連する本を選びました。もしか

するとそこには皆さんの記憶を呼び起こす本があるかもしれません。本を読みたく

なる瞬間は人それぞれではありますが、これらの風景を通して皆さんの本を手に取

る「きっかけ」になれば嬉しいです。

Ebisui, Yurino  Daily life with books
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ベジェ曲線を活用した
アニメーション制作
アニメーション
9分

神通 佳奈子
デザイン情報コース

ベジェ曲線には制御点により点・線・図形を自在に操作でき、コピーや拡大縮小を

繰り返しても画像が荒れない、という特徴があります。これらの特徴をアニメー

ションの中の人やモノの動きに活用することでベジェ曲線特有の表現の面白さを

追求しました。

本作の特徴として、1本のアニメーションをカメラワークに変化をつけることで、

主人公が入れ替わり、3つの物語が展開していきます。よく観察していただくと、伏線

のようにそれぞれのつながりが見えてきます。

（ ベクターマンvsカイゾードリ  /  密着 ベジェーズ24時  /  べくたあ白書  )

Jinzu, Kanako  The making of Bezier curve animation
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パラグライダーの
楽しさを伝える
コミュニケーションデザイン
コミュニケーションデザイン
h2478×w297mm

千田 明由
デザイン情報コース

幼い頃から私にとって一番身近なスポーツだったパラグライダー。

その頃はみんな空を飛ぶものだと思っていました。

しかし、実際には充分に知られていないスポーツであることを知り、

パラグライダーの存在、自分自身で空を飛ぶという経験から生まれる価値を伝え、 

　関心を持ってもらいたいと考えました。

そこで、子どもや親の心にパラグライダーの楽しさや魅力がじんわりと

浸透するようなコミュニケーションツールとして絵本を制作しました。

Senda, Ayu  Communication design to convey the pleasure of paraglider

059

卒業研究・作品



地域の特色を表現するデザイン
コミュニケーションデザイン

長沢 佳奈
デザイン情報コース

Geibun Prize 2018 受賞

都道府県にはそれぞれ特色があり、歴史的背景やその地をとりまく環境が大きく

影響していると言われています。そして、各都道府県を特徴づけることができる傾向

や考え方、文化や価値観の差異などを表すことができるものを「県民性」と呼んで

います。本作品では「県民性」の中でも「恋愛傾向」に着目し、”恋愛指南薬”を制作する

ことで「県民性」の見える化を目指しました。

好きな人がどんな考えを持っていたり、どんな傾向にあるのかはつい気になって

しまうもの。恋も病の１つ…という発想から、女の子に対する出身県別の”恋愛指南薬”

を作品として作り上げました。相手にどんな「県民性」があるのか、自分にどんな

「県民性」があるのか…。この薬を眺めてくすっと笑ってもらったり、２人の距離が

近づいたりしたらいいなと思います。

Nagasawa, Kana  The Design of Expressing Regional Characteristics

※実在の商品等とは一切関係ありません。
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コミュニケーションを生むスタンプ
ー「高岡クラフト市場街」における
　「職人・町人スタンプラリー」の提案ー
コミュニケーションデザイン

河原 つかさ
デザイン情報コース

Geibun Prize 2018 受賞

　「職人・町人スタンプラリー」とは、「高岡クラフト市場街」の期間中に実施する

スタンプラリー企画です。実施期間中は、普段工場にいる職人さんや、お店の経営者

などと、まちなかで出会うことができます。スタンプラリー参加者は、スタンプを

持った職人・町人さんをまちなかで探し出し、声をかけるとスタンプを押してもら

えます。このスタンプを押してもらうというやりとりをきっかけとして、普段はなか

なか接点の無い職人・町人さんと、コミュニケーションを図ることができます。県外

から来たお客さんでも、高岡で生活する人々のコミュニティに参加することができ

るでしょう。高岡のまちやひとが、高岡の魅力でもあることから、コミュニケーショ

ンを誘発するスタンプラリーを企画、実施しました。また、実施においては、こどもに

も人気であったことから、スタンプラリーと連動したこども向けのweb サイトを制

作しました。職人という職業を紹介する内容を追加し、こどもたちに知ってもらうこ

とで、伝統産業の継続に繋げることができるように思います。

Kawahara, Tsukasa  Communication design by Stamps
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自然の美しさを学ぶ
子供用教具
マグネットシート・スチールペーパー
ラベルシール・厚紙
h18×w190×d277mm

兒玉 由香
Kodama, Yuka

デザイン情報コース

人にとって、幼少期はさまざまな感性が育まれる大切な時期である。そんな幼少期

の子供たちにもっと自然の美しさに触れて欲しいという願いを込めて制作した。

題材は、自然界に存在するたくさんの動物や植物や環境。その美しい形や色、模様

や法則をテーマに、遊び終わったあとに子供が自然物の中から何かを学び取り、気付

きを得られるような教具にしようと考えた。

マグネット絵本をいう形態にすることで、子供が自分でマグネットを動かして・

貼って・考えながら遊べることに加え、親子で一緒に本を読み進めながらコミュニ

ケーションをとり、親が子供の成長を見守れるということを狙いとしている。

この教具を通じて、身の回りに自然環境の少ない子供達も、自然やその美しさに興

味を持ち、関わりを持ちたいと思うきっかけになればと考えた。
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口紅の歴史をふまえた
新しいリップメイクアップの提案
木・コルク・布・陶器・褐色瓶
h130×w195×d195mm

小澤 マリナ
Ozawa, Marina

デザイン情報コース

江戸時代に主流であった日本の口紅は、お猪口に塗られた紅を紅筆を用いてすく

い、唇に塗るというスタイルであったが、後に海外から輸入され、現在も使われてい

る口紅はリップスティック状であり、直に塗るスタイルとなった。

紅屋に足を運び、自分のお猪口に紅を塗ってもらい、紅筆を用いて時間をかけて紅

を丁寧に塗るという習慣が無くなった現代に、もう一度口紅に対する時間の使い方

を見直してもらいたい。そして、江戸時代の人々に習い、紅筆をたくさん使ってもら

いたい。そんな思いで、この 「BENI」 をデザインした。

紅筆を用いながら口紅を自分で一から作ることによって、口紅に対する思いを深

めていって欲しい。
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中村海産における
コミュニケーションデザインの実践
久保田 光明
Kubota, Mitsuaki

デザイン情報コース

地域活性化において、その地域の既存価値に目を向けることは重要である。その価

値の一つと成り得る地域企業との良質なコミュニケーションを研究したいと考えた。

具体的には、富山県氷見市のみりん干し専門店「中村海産」のご協力のもと、企業の

ブランド価値を高める物事の考察・提案・トライアル・フィードバックを通したコ

ミュニケーションデザインを実践した。

企業のアピールしたい点だけでなく企業自身が気づいていない価値を引き出すた

めのコミュニケーションツールの製作や、リサーチに基づく提案やディスカッショ

ンを重ねた。結果、中村海産の行う写真撮影可能な工場見学に着目、工場の壁面など

にグラフィックを施すことで、見学者の自発的な撮影が SNSを通じて広報につなが

るしくみを構築、企業内外へ向けたエンゲージメントを高めるツールとしての、新し

い工場見学をデザインすることができた。

▲新しい工場見学のシンボル

▼ディスカッション風景 ▼工場グラフィック一部

▲工場グラフィック施工例▲中村海産本社

乾燥室
Ruang  p e n g e r i n g a n  

アジ

か ん そ う し つ

ルアン ペンゲリンガン
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　左手の薬指にはめる指輪には結婚と婚約の意味が有り、この事は多くの人に知ら

れているが、左手の薬指以外にも、指によってそれぞれ意味が有る事は知られていな

い。多くの女性がアクセサリーとして指輪を購入し、楽しんでいるが購入のきっかけ

のほとんどが好みのデザインを見つけた時であり、意味をふまえて購入する人は少

ないというのが現状である。

　そこで指輪の意味を可視化し、指輪の意味を伝えるコミュニケーションデザイン

を提案したい。その手段として、指輪の意味を７枚のポスターとして表現するととも

に、ポスターを中心としたウィンドウディスプレイのデザインを行った。ウィンドウ

ディスプレイは店のコンセプトや特色を表す顔であり、街行く人とショップとの最

初のコミュニケーションとなる。またショップ内に入り売り場に行かなくても街で

目に入るため、たくさんの人の興味を引く事ができる。デザインをパッケージやリー

フレットにも応用することで指輪の楽しみ方を広げてもらいたい。

指輪の意味を伝える
コミュニケーションデザイン
小泉 由羽
Koizumi, Yuu

デザイン情報コース
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地方自治体が空き家情報を集約、
俯瞰できるGISプラットホームの提案
牧野 和輝
Makino, Kazuki

デザイン情報コース

日本には約820万戸 ( 総務省統計局によると )もの空き家が存在し、大変深刻な

問題になっている。その中でどのように空き家を有効活用するのかが問われている

が、有効活用する前の問題として、どこにどの様な空き家が存在するのか、またどの

様に空き家として認定を行うのかという問題がある。そこで私は地方自治体が空き

家調査を円滑に進め、集めたデータを地図情報上で管理することで視覚的に空き家

情報を管理できる iPad用アプリケーションを提案したいと考えている。クラウド上

のプロジェクトに空き家情報を位置情報と共に iPad からアップロードすることに

より複数人で地図を編集し、閲覧することができる。(システム概要図 )また、現地

調査を円滑に進めるための操作を工夫するとともに、アプリケーション内に時間と

いう概念を取り入れることで空き家調査を時間という軸で管理できる機能や、時間

の流れによって変化する要素を地図上で視覚的に閲覧できる機能を、新しい価値と

して盛り込んだ。（図１、図２、図３）

ẝ ễ Ẻ ỉἰ ἓỉ ἑ Ἐ ἴ ἠ ἙὊἑἫὊἋ

074

卒業研究・作品



超高解像度
パブリックディスプレイ向け
インターフェースの提案
石塚 遥
Ishizuka, Haruka

デザイン情報コース

テレビのトレンドとして、超高解像度の4Kや 8Kの表示が可能となりつつある。

従来の2K( フル HD) と比べ 4倍、16倍の解像度になり、今までよりも高精細な表

現が可能になっている。（図1）また、テレビにもOSの機能が搭載され、インターネッ

トと連動できるようになりつつある。将来的に、パブリックディスプレイにおいても

同様の進化がなされると考え、そのインターフェースを提案する。具体的な提案にお

いては、4K や 8K 放送が開始されると思われる 2020 年の東京オリンピックを題

材にした。オープンデータ化されたオリンピック関連情報などをディスプレイに表

示させるため画面の左右にスペースを設け、選手情報、会場情報、交通情報、気象情報

の高精細表現を試みた。（図３）
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